
問

新
型
コ
ロ
ナ
５
類
移

行
後
の
感
染
実
態
の
把
握

は
ど
う
か
。

医
療
や
介
護
、
福
祉
現

場
で
の
状
況
把
握
と
、
不

安
や
懸
念
へ
の
対
応
は
ど

う
か
。

市
長

５
月
８
日
以
降
、

毎
日
の
全
数
把
握
か
ら
、

県
内

指
定
医
療
機
関
の

43

１
週
間
当
た
り
の
「
定
点

把
握
」
に
見
直
さ
れ
、
保

健
所
別
に
県
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
公
表
さ
れ
て
い
る
。

移
行
後
１
か
月
経
過
し

た
先
週
の
報
告
で
は
、
県

全
体
で
は
１
医
療
機
関
で

の
感
染
者
数
４
・

人
に

95

対
し
、
庄
内
管
内
は
１
・

人
で
低
い
状
態
に
あ

75る
。高

齢
者
や
障
害
者
、
児

童
福
祉
施
設
等
の
感
染
状

況
は
、
庄
内
保
健
所
が
独

自
に
各
施
設
の
陽
性
者
を

把
握
し
、
市
で
も
内
容
を

共
有
し
て
い
る
。

入
院
対
応
や
病
症
確
保

に
つ
い
て
は
、
市
民
が
引

き
続
き
安
心
で
き
る
よ

う
、
関
係
機
関
と
連
携
し

適
切
に
対
応
し
て
ゆ
く
。

問

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
状

況
は
。

市
長

６
月
４
日
時
点

で
、
市
の
全
人
口
に
占
め

る
２
回
目
接
種
完
了
は
87

・
４
％
、
３
回
目
接
種
完

了
は

・
３
％
で
あ
る
。

76
３
回
目
接
種
の
年
代
別

で
は
、
高
齢
者
を
含
む
12

歳
以
上
は

・
２
％
、
５

78

歳
～

歳
の
小
児
は

・

11

22

９
％
、
生
後
６
ヶ
月
か
ら

４
歳
の
乳
幼
児
は
５
・
９

％
と
な
っ
て
い
る
。

５
月
８
日
か
ら
の
春
開

始
接
種
は
、
７
・
５
％
と

低
調
な
ス
タ
ー
ト
で
、
今

後
の
状
況
を
注
視
し
た

い
。
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鶴
岡
市
議
会
６
月
定
例
会
が

日
に
開
会
さ
れ
、
日

13

本
共
産
党
を
代
表
し
て
菅
井
巌
議
員
が
、
①
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
、
②
第
２
次
鶴
岡
市
総
合
計
画
の

後
期
基
本
計
画
策
定
、
③
就
学
・
就
労
・
雇
用
実
態
、

④
農
業
に
つ
い
て
、
総
括
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
感
染
実
態
の
把
握
は

֝
ಛ
Ǆ
ݠ
Ƽ
ഹ
Ɖ
Ƙ
ϸ
଩
Ɖ
م
Ÿ

マ
ッ
ト
レ
ス
が
長
期
間
放
置
さ
れ
て
い

る
」と
い
う
住
民
の
方
の
訴
え
を
聞
き
、

庄
内
総
合
支
庁
担
当
課
に
連
絡
。
「
見

せ
し
め
に
放
置
す
る
こ
と
で
回
収
す
る

人
も
い
る
」
と
い
う
説
明
で
し
た
が
、

住
民
感
情
に
配
慮
し
て
対
処
す
る
事
を

要
請
し
ま
し
た
。

県
議
会
質
問
傍
聴
ツ
ア
ー

▽

日(

木)

の
予
算
特
別
委
員
会
質
問

29
の
テ
ー
マ
を
次
の
よ
う
に
予
定
し
て
い

ま
す
（
一
部
協
議
中
）
。
①
核
兵
器
禁

止
条
約
へ
の
知
事
の
賛
同
、
②
新
型
コ

ロ
ナ
を
踏
ま
え
た
医
療
・
介
護
職
場
の

労
働
条
件
改
善
、③
学
校
給
食
無
償
化
、

④
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
の
方
々
の
権
利
擁
護
、

⑤
生
活
道
路
の
交
通
安
全
対
策
、で
す
。

先
週
の
こ
の
欄
で
、
当
日

時
か
ら

11

地
区
委
員
会
で
視
聴
会
開
催
と
お
知
ら

せ
し
ま
し
た
が
、
議
会
傍
聴
ツ
ア
ー
も

組
ま
れ
る
事
に
な
り
ま
し
た
。
９
時
、

小
真
木
原
競
技
場
駐
車
場
集
合
予
定
で

す
。
ご
希
望
の
方
は
事
前
に
ご
連
絡
お

願
い
し
ま
す
。

（
県
議

関

徹
）

▽
６
月

日(

日)

、
県
母
親
大
会
で
、

12

太
田
伊
早
子
弁
護
士
の
「
憲
法
か
ら
考

え
る
」
と
題
し
た
講
演
を
聴
講
。
ウ
ク

ラ
イ
ナ
戦
争
等
を
利
用
し
た
岸
田
内
閣

の
大
軍
拡
に
対
し
て
、
憲
法
九
条
は
平

和
を
守
る
た
め
に
有
効
な
法
規
範
で
あ

り
、
社
会
保
障
削
減
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
不

平
等
、
格
差
と
貧
困
等
々
の
現
状
を
打

開
す
る
力
は
、
「
憲
法
を
も
う
一
回
取

り
戻
し
て
、
確
認
し
合
う
事
」
で
あ
る
、

と
い
う
胸
に
落
ち
る
お
話
で
し
た
。

▽

日(

土)

、
国
民
平
和
大
行
進
・
鶴

17
岡
集
会
に
参
加
し
、
集
会
後
代
表
者
の

方
と
懇
談
。
６
月
議
会
で
核
兵
器
禁
止

条
約
に
関
わ

る
質
問
を
お

こ
な
う
事
を

伝
え
激
励
の

言
葉
を
頂
き

ま
し
た
。

▽
菅
井
巌
市

議
か
ら
「
大

山
川
に
不
法

投
棄
さ
れ
た

問

総
合
計
画
の
進
捗
評

価
・

項
目
に
、
「
コ
ロ

76

ナ
禍
で
の
影
響
」
を
理
由

と
示
す
も
の
が
多
い
。

十
分
な
分
析
を
行
い
、

政
策
の
方
向
性
に
活
か
す

べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。

市
長

人
や
物
の
移
動
に

制
限
を
受
け
る
な
ど
、
生

活
が
一
変
し
、
社
会
経
済

活
動
に
与
え
た
影
響
等
の

的
確
な
把
握
と
分
析
が
重

要
だ
。

文
化
芸
術
活
動
の
参
加

者
数
や
、
観
光
入
り
込
み

客
数
な
ど
、
交
流
を
伴
う

も
の
に
影
響
が
見
ら
れ
、

約
４
割
が
「
進
展
が
な
い
」

「
後
退
し
て
い
る
」
状
況

だ
。変

容
状
況
を
適
切
に
把

握
し
、
目
指
す
都
市
像
の

実
現
に
向
け
、
基
本
計
画

を
検
討
し
て
ゆ
く
。

問

本
市
の
３
月
末
の
０

歳
児
は
、
市
全
体
で
６
２

２
人
と
い
う
実
態
だ
。

少
子
化
の
要
因
に
つ
い

て
、
総
合
計
画
の
見
直
し

へ
の
反
映
や
、
国
や
県
へ

の
抜
本
的
対
策
の
提
言
も

必
要
と
考
え
る
が
ど
う

か
。

市
長

「
育
む
、
遊
ぶ
、

学
ぶ
、
働
く
、
結
ぶ
、
住

む
」
の
６
つ
の
視
点
を
重

視
し
た
若
者
子
育
て
世
代

応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
、

婚
活
支
援
に
取
組
ん
で
い

る
。雇

用
拡
大
の
観
点
で
、

企
業
の
成
長
力
強
化
支
援

と
、
操
業
環
境
整
備
な
ど
、

多
様
な
雇
用
創
出
に
取
り

組
む
。

他
方
、
基
礎
自
治
体
レ

ベ
ル
で
の
少
子
化
対
策
に

は
限
界
が
あ
る
。

本
来
全
国
一
律
で
あ
る

べ
き
施
策
に
、
格
差
が
生

じ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

（
２
面
に
つ
づ
く
）

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
分
析
し
政
策
に
活
か
す
べ
き

少
子
化
の
要
因
、
国
・県
へ
提
言
は



問

今
春
卒
業
の
高
校
生

の
進
路
と
、
就
職
状
況
は

ど
う
な
っ
て
い
る
か

市
長

令
和
５
年
３
月
の

市
内
高
校
卒
業
者
は
１
１

７
４
人
で
、
前
年
比
１
４

９
人
減
で
あ
る
。

就
職
者
は
３
１
７
人

で
、
う
ち
庄
内
地
域
へ
の

就
職
割
合
は

％
で
、
前

70

年
と
比
べ
増
え
て
い
る
。

進
学
者
は
８
４
０
人

で
、
前
年
と
比
べ
減
少
し

て
い
る
が
、
女
子
の
首
都

圏
へ
の
進
学
が
前
年
よ
り

増
え
て
い
る
。

問

県
市
外
か
ら
の
移
住

回
帰
と
、
支
援
の
状
況
は

ど
う
か
。

市
長

令
和
４
年
度
に
市

相
談
窓
口
を
通
じ
て
の
移

住
者
は
１
２
８
人
、

世
76

帯
が
あ
っ
た
。

県
相
談
窓
口
を
通
じ
て

の
移
住
者
は

人
で
、
県

52

内
２
番
目
に
人
数
が
多

い
。地

元
就
職
を
考
え
る
学

生
に
対
し
て
は
、
就
職
活

動
に
係
る
交
通
費
補
助

や
、奨
学
金
返
済
支
援
「
つ

る
お
か
エ
ー
ル
」
を
取
組

ん
で
い
る
。

企
業
合
同
説
明
会
や
企

業
情
報
発
信
へ
の
支
援

と
、
移
住
者
に
住
宅
リ
フ

ォ
ー
ム
経
費
の
助
成
を
し

て
い
る
。

問

市
の
非
正
規
雇
用
、

及
び
外
国
人
労
働
者
の
実

態
は
ど
う
か
。

市
長

令
和
４
年
度
に
市

が
実
施
し
た
調
査
で
は
、

市
内
事
業
所
の
従
業
員
の

う
ち
、
正
規
雇
用
が

・
79

３
％
で
、
非
正
規
雇
用
は

・
７
％
で
あ
る
。

20
令
和
４
年

月
現
在
の

10

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
鶴
岡
管
内

の
外
国
人
労
働
者
は
４
７

７
人
で
、
う
ち
技
能
実
習

生
が
２
５
１
人
で
、

人
75

が
特
定
技
能
者
を
含
む
専

門
技
術
分
野
の
労
働
者
と

な
っ
て
い
る
。

外
国
人
労
働
者
の
相
談

は
、
庄
内
国
際
村
に
窓
口

を
設
置
し
、
令
和
４
年
度

の
労
働
相
談
は

件
だ
っ

13

た
。

土木課入札結果（ ）内は予定価格
6月15日入札分

・市道沢山木揚場線岩川橋上部工架設工事（大岩川地内）（入札1業者）
東日本コンクリート(株) 99,200,000円（99,240,000円）

工期～6/2/29（落札率99.96％）
・令和4年災第5752号市道泡滝大鳥線道路災害復旧工事（鶴岡大鳥地
内）（入札4業者うち1業者辞退）
上野土木建設(株) 109,000,000円（111,230,000円）

工期～11/30（落札率98.00％）

建築課入札結果（ ）内は予定価格
6月15日入札分

・公立保育園無線環境構築工事（家中新町14-10、陽光町11-22、新海
町11-57）（入札9業者うち6業者辞退、1業者欠席）
庄内通信建設(株) 2,200,000円（2,950,000円）

工期～9/7（落札率74.58％）
・温海庁舎機械室空調機更新工事（温海戊577-1）（入札6業者）
(株)アクアプラス 8,750,000円（8,870,000円）

工期～6/2/28（落札率98.65％）

（
１
面
の
つ
づ
き
）

抜
本
的
な
見
直
し
が
必
要

で
あ
る
。

全
国
市
長
会
な
ど
を
通

じ
て
、
国
や
県
に
要
望
し

て
ゆ
く
。

高
校
生
の
進
路
・就
職
状
況
は

問

政
府
で
は
現
在
、
食

料
・
農
業
・
農
村
基
本
法

の
見
直
し
が
行
わ
れ
て
お

り
、
両
Ｊ
Ａ
の
連
名
で
市

に
要
請
書
や
、
市
議
会
に

は
請
願
も
提
出
さ
れ
て
い

る
が
、
受
け
止
め
は
ど
う

か
。中

小
・
家
族
経
営
を
営

む
多
様
な
担
い
手
確
保
の

支
援
と
育
成
は
ど
う
か
。

市
長

Ｊ
Ａ
か
ら
の
要
請

書
は
、
生
産
現
場
の
声
と

し
て
重
く
受
け
止
め
て
お

り
、
要
望
活
動

な
ど
の
機
会
に

は
国
に
し
っ
か

り

と

伝

え

た

い
。農

業
は
、
流

域
治
水
や
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

な
ど
多
面
的
機

能
を
有
し
て
お

り
、
中
小
家
族

経
営
を
含
め
た

多
様
な
担
い
手

の
育
成
確
保
が

引
き
続
き
重
要

と
考
え
る
。

小
型
農
業
機

械
や
園
芸
ハ
ウ

ス
の
長
寿
命
化

資
材
の
導
入
補

助
な
ど
、
支
援

を

行

っ

て

い

る
。

問

食
料
安
全

保
障
の
要
は
、

ど
れ
だ
け
国
産
の
自
給
率

を
高
め
て
ゆ
く
政
策
へ
転

換
で
き
る
か
だ
。

市
の
大
豆
、
そ
ば
、
麦
、

飼
料
作
物
の
作
付
け
と
、

加
工
、
流
通
、
利
用
な
ど

の
状
況
は
ど
う
か
。

市
長

令
和
５
年
度
の
作

付
け
状
況
は
、
大
豆
９
８

２

、
そ
ば
６
１
２

、

ha

ha

小
麦

、
飼
料
作
物

47
ha

27

で
、
前
年
と
比
べ
増
加

ha傾
向
に
あ
る
。

大
豆
、
そ
ば
の
ほ
と
ん

ど
が
Ｊ
Ａ
全
農
を
経
由
し

て
の
販
売
で
、
そ
ば
の
一

部
は
県
内
で
製
粉
さ
れ
、

市
内
の
そ
ば
店
で
活
用
さ

れ
て
い
る
。

令
和
５
年
度
に
Ｐ
Ｒ
と

市
独
自
認
証
機
関
活
か
し
米
生
産
拡
大
を

消
費
拡
大
に
向
け
、
市
内

小
中
学
校
給
食
に
地
元
産

小
麦
の
麺
を
年
４
回
提
供

す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

問

市
独
自
の
認
証
機
関

を
活
か
し
、
米
の
生
産
拡

大
を
進
め
る
べ
き
と
思
う

が
ど
う
か
。

市
長

市
の
認
証
に
は
３

段
階
の
基
準
が
あ
り
、
農

薬
・
化
学
肥
料
を
使
用
し

な
い
有
機
栽
培
と
、
市
独

自
の
有
機
栽
培
に
近
い
農

薬
を
極
力
抑
え
た
鶴
岡
Ⅰ

型
、
そ
れ
よ
り
取
組
み
や

す
い
鶴
岡
Ⅱ
型
が
あ
る
。

３
つ
の
基
準
そ
れ
ぞ
れ

に
生
産
者
と
消
費
需
要
が

結
び
つ
い
て
お
り
、
新
た

な
広
が
り
が
弱
い
こ
と

や
、
生
産
者
の
高
齢
化
と

減
少
も
課
題
だ
。

自
治
体
認
証
機
関
の
強

み
を
生
か
し
、
有
機
栽
培

を
目
指
し
、
ス
テ
ッ
プ
ア

ッ
プ
で
き
る
伴
走
支
援
を

行
い
、
有
機
米
を
中
心
と

し
た
生
産
拡
大
を
図
っ
て

ゆ
く
。

市
内
学
校
給
食
で
の
有

機
米
の
提
供
も
、
引
き
続

き
行
っ
て
ゆ
く
。


